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(1) Whitney sings beautifully. 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Hello, How are you? I am nervous and hungry. 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































I love youといえるとか， Jet’aimeといえると
いうのはあるような気がして。外国語は学活と似
ているとおっしゃいました。ものすごく衝撃的で
おもしろい言葉だったと思うのですけれども，そ
の辺，大津先生。
女大津
ありがとうございます。せっかく先生になった
ばかりで，いろんな努力をされている，その努力
を否定するつもりは全くないのですけとあえて
いわせていただくと，今，難波さんがおっしゃっ
たことも含めて，小英論争のかなり初期のころか
ら直山木綿子さんがそれに似たようなことをずっ
と言っているのです。外国語というのは母語に比
べて，使うときに認知的な負荷がかかりますよ．ね。
つまり大変なわけです。だから，その大変さが，
むしろ言葉に対する，私の言い方だったら，気づ
きを促すのだということをず、っと言っていたので
す。
例として，子どもたちは「ありがとう」という
のを口に出して，友達なんかになかなかいいにく
いけれども， thankyouという表現を一度習うと，
感謝の気持ちを thankyouという表現にのせて相
手に伝えられるというようなことを言っていまし
た。ただ，それを聞いたときからずっと違和感を
もっているのですね。本当にそんなものなのだろ
うか。京都だったら，せっかく「おおきに」とい
ういい表現があるのに，何で感謝の思いをそれに
のっけないで， thankyouだなんて，よそよそし
い異物にのっけようとするのか。なぜ子どもたち
にそんなを体験させなきゃいけないかというのが，
私はわからないのです。
でも，それはそうじゃないとおっしゃる方もきっ
とたくさんいるかと思うので，ぜひ教えてくださ
い。私は，教条的に自分の考えだけで，あとは全
部だめとは決して思っていないので，おまえの考
えは違うというのがあったら，ぜひ教えていただ
ければうれしいです。
貴司会者
今，フロアの方が手を挙げているのですが，い
いですか。今，違う意見が出たと思うのですけど，
両方あるんじゃないかなという気が私はしている
ので，ちょっとそれ，置いておいてください。
では，後ろで手を挙げられていたので，お願い
します。
女福山市の小学校にご勤務の先生
福山市立00小学校の．．と申します。大津先
生に l点質問があります。今回の落としどころと
して日本語を生かした英語教育ということをいわ
れました。大津先生にとりまして本意ではないか
と思いますけれども，母語を生かした英語教育の
具体的な姿を lつでも 2つでもご教授いただけれ
ばありがたいです。よろしくお願いします。
＊大津
具体的な話については，私自身の本で恐縮です
けれども，窪菌晴夫さんという方と一緒に書いた
『ことばの力を育む』（慶藤義塾大学出版会）とい
う本の中に具体的な例がたくさん挙げてあります
から，照していただけるといいと思います。
それで，限られた時間で紹介できる，それほど
難しい議論を必要としない例というのであれば，
複合名詞でしょうかね。私が例としていつも出し
ているのは「温泉まんじゅうJなのです。ただ，
おととい奈良教育大学の附属小学校での報告をう
かがったら，温泉まんじゅうを知らない子どもた
ちもいるので，温泉卵でやってみたというのです。
何がおもしろいかというと，「温泉卵」という
語がありますね。これを， 2つに分けてください
というと，小学校の l年生でも 2年生でも，「温
泉jと「卵」と分けられます。そうすると，「温泉
卵jという語は「温泉jと「卵Jという 2つの語
が，今いった）｜｜買番に並んで、いる。では，それをひっ
くり返したらどうなるかなと尋ねます。「卵温泉J
ですね。そこで大体小学生の場合は爆笑になって，
「卵温泉？ ! Jだなんて言うのだけれども，先生が
「「卵温泉」というのはどういうものだか考えてみ
ょうねjと言ったり，グループデイスカッション
をさせたりして，卵温泉というのはどういうもの
か，絵を描かせてみる。描かせてみると，例えば，
湯船の中に卵が浮いている温泉だとか，温泉卵が
名物の温泉だとか，いろんなことものが飛び出し
ます。
そこで子どもたちが気がつくことは， 2つの語
を並べて新しい語を作ると その並べ方によって
意味が変わる。語順の重要さに気づきます。
さらにもうちょっといっちゃうと，「卵」と「温
泉」，その順番に並べただけなら，「たまごJと「お
んせん」ですから，「たまごおんせん」になるので
すね。だけと実際はそうはならない。「たまごお
んせん」といったらおかしくて，「たまごおんせん」
になる。ここで，順番を変えると意味だけでなく
アクセントも変わるということに気がつくかもし
れないしもうちょっと進んだ子どもだったら，
ほかの例も考えながら， lつの語の中でアクセン
トが高いところから低いところへいって，また高
いところへいくというのはだめだというような気
づきもある。
そのあたりを利用して，語）！｜買の重要性を理解す
る。そして，日本語だけでなく英語でも語順がと
ても大切で、という話にもっていく。ただし日本
語でも英語でも語順は大切なのだけど，その大切
さのもっている意味が日本語と英語では違う一個
別性の話ですねーという具合にもっていくとうま
くいきます。
＊司会者
よろしいでしょうか。大津先生の話を聞いてい
ると，昔でいっている言語事項，今でいえば国語
の特質に関する事項がものすごく魅力的なものに
?
?
】
???
??
なるはずだという， ものすごく突きつけられた感
じがするのですね。
他にいかがでしょうか。はい，どうぞ。
貴広島県立の特別支援学校にご勤務の先生
所属は，広島県立00特別支援学校の・・とい
います。免許は英語なので＼長年ず、っと高校の英
語を教えまして，中学校のほうでも l年から 3年
まで教えていました。今日の話を聞いて，自分で
も英語教育に関連して感想を言わせていただきた
いと思います。
中学校の英語を教えてみてび、っくりしたのが，
中lはABCから一応入ることになるのですけれ
ども，この年度のおしまいに進行形から過去形ま
であって，結構 I年生のところで非常にステップ
アップしているのですね。そこで丈法的な基礎も
やらなきゃいけないしあと，テストなんかに発
音記号とか文法用語がぱんぱん出てくるのです。
あと，ワークブックという補助教材もあるのです
が，そこにも文法説明がいっぱいありますので，
やはり英語だけの授業というのはちょっと無理が
あるんじゃないかなと，実際教えてみて思いまし
た。
やってみて，小学校の先生にやってほしいなと
思ったのが，大文字，小文字が書けるようになっ
ていったら，中学校のスタートが非常に楽じゃな
いかなと思いました。それから，曜日，月について，
書けなくていいですから，英語ではどういうのか
を知っていたら非常に中学校では助かるんじゃな
いかなと思いました。
小学校の英語というのは非常に難しいと思いま
す。実際，小学校の先生は放課後に教材研究をし
なければいけないと思います。また， 自分自身が
英語教育について大学とかで習ってないと思いま
す。そうなるとやらなければいけないということ
で求められるのは大きいかもしれないですけれど
も，小学校の先生が今まで自分が中学校，高校で
習った英語でできる範囲，余り無理をしない程度
でやっていけばいいんじゃないかなと私自身は思
います。
今年ちょうどオリンピックがあります。オリン
ピックの国の名前の言い方も日本語と英語では違
?????
??
います。英語ではこう言うんだね，例えばいろん
な競技の英語の言い方 それも英語ではこう言う
んだ、ね，そういった身近な行事を通じて英語に触
れ合う。そういったことで無理のない程度で工夫
されたらいいんじゃないかなと今日は思いました。
以上ですo
＊司会者
ありがとうございました。本岡先生，今のコメ
ントに対して一言お願いします。こういうふうに
したらどうだという。
＊本岡
ありがとうございました。合理化を図ることは
とても大事なことだと思っています。中学校l年
生に行って，何で同じテキストを使えば合理的な
のにやらないのだろうとか，クラスルーム・イン
グリッシユ，同じものを使えばいいのになとか，
文字指導，ここまでいっているのだからそこから
やればいいのになというのはわかるのですけと
ただ，小学校が中学校のスタートを円滑にするた
めに英語をやるという発想には，ちょっとうーん
と正直思ってしまいました。先生，ごめんなさい。
小学校って，子どもがその日その日をすごく楽
しんで帰ってくれることを何より大事にしている
ところがあって，何となくそういう部分と話がか
け離れちゃったような気がして，ちょっと残念だ
なと思って。小学校もそのぐらいやっておけばい
いんじゃない， といわれたような気になったのは
僕のせいでしょうか。時間がないからしょうがな
いのですけどね， というような気になっちゃって，
それこそけんかになってはいけないなと思いなが
ら。むしろ，中学校でやるべきことはちゃんとやっ
ていただかないといけないだろうなと思うし，む
しろ，その前に小学校がやるべきことを見出すべ
きだと思っていて，それは中学校でやるべきこと
とは違うことでありたいというのが，私の考えで
す。
女司会者
小中の連携をするときに，さっきの接続教育の
話もありましたが，言っている意味，思いは一緒
なのだけど，違う言葉で表現するので面倒くさい
というのがあって。そういうことです。
もうお一人ぐらい，いかがでしょうか。はい，
どうぞお願いします。
女広島県内の小学校にご勤務の先生
00小学校の．．と申します。今，広島大学大
学院の派遣研修で来ております。私も本問先生と
一緒で，全くの畑違いの人間でして， 5, 6年前，
「英語ノー トJの試作版の拠点校から始まっており
ます。現場のみんなと一緒になって，こうしてい
こうかとか，こういうふうな活動をしていこうと，
現場で切薩琢磨しながら積み上げてきたと思って
います。
今後の計画をみたときに，私は，あっ，自分は
もうお役御免だなと思いました。それが5, 6年の
教科化に向けて，英語に対する専門性があるとか，
堪能な教員が指導に当たるというふうなフレーズ
をみて，英語ができない自分たちは，ここまで積
み上げてきたのだけれども， 3, 4年生の専門にな
るのだなと，正直感じたところがあります。でも，
本岡先生と同じように，現場の教員は自分たちの
英語力も磨いていきながら何とかやっていきたい
という思いを相当もっている人もたくさんいると
思っています。自分は極端かもしれないで、すけど，
お役御免だなと思ったような現場の教員もいると
思うのですけど，そういった我々のようなモチベー
ションを今後どういうふうにもちながらやってい
けばいいのかなということをお聞かせいただきた
いなと思って，発言させていただきました。よろ
しくお願いします。
安司会者
ありがとうございました。今のご発言も含めて，
まとめのところに入らせてもらってもいいですか。
順番は，申し訳ないですが，逆にしまして，本岡
先生から朝倉先生，柳瀬先生という形でいってい
ただきたいと思いますので，では， トップをお願
いします。
安本岡
失礼します。先ほどは失礼なことをしたんだな
と思って反省しています。ただ，そのぐらい片意
地を張らないと今スタートを切れない。どこかで
プライドを持たないとやってられないという，小
学校教員の気持ちは大事にされるべきかなと。専
門性を持つてないと，先ほど質問された先生の言
葉を返すと，教えにくい教科なのは間違いないだ
ろうという前提に立ちながらも，教科としてやれ
といわれたときに，専門性を超えたところで勝負
できるようなものが小学校の丈化にはあってしか
りなのかなと。そうじゃないと，それこそ，国語
も，専門的な人聞が教えることの魅力をもっともっ
と持っていないといけないはずじゃないですか。
国語を専攻した人が，母語である国語は，大学で
4年間勉強した分だけ自信をもって教えられるの
ですかというと，決してそんなことはなくて。母
語の強さというのは分かっているのですよ。でも，
英語は4年間やっている人でないとできないもの
というのは補完をしてほしい。それは，もしかし
たら ICTなのかもしれないし人なのかもしれな
いしそういう専門性をもった人が一緒について
その部分をやるというシステムなのかもしれない
し。だけど，小学校教員がやりたい授業は，それ
によって，英語の専門性がある人でないとできな
いものだととらわれている，鍛えてトレーニング
して，違うのかもしれません，ごめんなさい，そ
んな即興性の高い学力をつけるようなものが果た
して丈化として合っているのかなということを考
えたい。
ですから，私たちは受けとめないといけないの
で，特別な教科，道徳も英語も，受けとめていっ
た時には，自分たちの目の前の子どもをみる。そ
して，子どもたちにとっていいことをやりたい。
それは，できれば小学校の教員がやりたいことと
国のやっている方針が合致するようなところに調
整していってもらいたい。それは決して英語のプ
ロパーじゃないとできないものじゃないんじゃな
いかという立場に立ちたい，というぐらいです。
ごめんなさい。
安司会者
では，朝倉先生，お願いします。
＊朝倉
今日こちらに登壇させていただいた趣旨からす
ると，私からは，今のお話とも関係するのですけ
れども，今日は小学校英語がテーマであったわけ
ですけれども，子どもたちは英語だけをやるわけ
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ではもちろんない。国語もやるし杜会もやるし
理科もやるし，給食も食べるし委員会活動もす
るし休憩時間もある。そういう小学校教育全体
の中で考えていきたい。小学校英語もそうだし
他のこともあわせて考えていきたいなと思います。
それを考えていく場として，考えることは小学
校教育の専門性とは何かということを突き詰めて
いくわけですし小学校とはどういう学校であれ
ばいいのかということや，その中で教職員がどう
いうふうに力を合わせることが大事なのかなと思
います。また，学校現場と研究者がどういうふう
に協力するのかということにも繋がると思います。
以上です。ありがとうございました。
女司会者
柳瀬先生，お願いします。
女柳瀬
まず認めたいのは，我々は矛盾だらけの現実に
向き合っていること。これをまず正面から見据え
た上で，私が言いたいことは， 2つが必要である
ということです。 1つは，弱みをお互いに認め合
うことができる共同体 あるいは当事者の集まり。
教員同士も弱みを互いに認められる集まりが必要
です。なぜ弱みが出るかといったら，現実が矛盾
だらけだからです。だから，弱みを隠したって，
ごまかしだけにすぎないと思います。だから，弱
みを認め合える共同体が必要です。その共同体で
認め合うということ，つまり，多面的に理解し
お互いに，これはいいんじゃない，いや，それは
もうちょっと，というふうな対話を促進する。
弱みを認め合う共同体による教育の運営は，何
と対立しているかいえば，エピデンスによる一元
的な教育管理です。一元的な数値にしないとエピ
デンスにならない，エピデンスで管理しない限り
教育はダメになるという考え方は暴走すると怖い
と思います。
ですから，弱みを認め合う共同体による責任を
もった認証。一元的なエピデンスに代わる，ある
いはそれを補う，多元的な認証が必要です。これ
が二つ日の必要なものです。
この2つを推進するためには我々の認識を変え
なくちゃいけない。研究者及び指導主事，そういっ
た人たちが大幅に認識を変えなくちゃいけないと
思います。
貴司会者
では，大津先生，お願いしますo
＊大津
私は子どもが大好きです。最初に申し上げたよ
うに，自分の一番の研究関心としては子どもの母
語の獲得にあるのですけれども，そういう道を選
んだのも，やっぱり子どもが好きだからというこ
とがとても大きかったと思います。ただ， 10年ほ
ど前ぐらいから小学校の英語教育の問題にかかわ
るようになって，小学校の先生がたと接していく
うち，私は小学校の先生はできないなと思うよう
になりました。
それは，最後の発言者の方がおっしゃったよう
な英語活動に対する小学校の先生たちの努力とそ
れを支えるエネルギー，これは私にはないと告白
せざるを得ない。不安を覚えていた先生たちがた
くさんいたわけですよね。そのときにそうした先
生たちに用意されたキャッチフレーズは，「英語学
習者のモデルとしての学級担任」。だから，英語な
んかできなくたっていい 子どもたちと一緒に英
語を学んで、，間違えたっていい。学んでいく姿を
子どもたちにみせるのが学級担任の役割だという
ことが言われました。私は随分いかさまだと思っ
たのですけれども，先生たちは，それをいかさま
だということではねのけてしまうことをせず，長
い時間をかけてエネルギ←をかけて，英語活動文
化を築き上げた。そうしたら，今度は教科にすると。
英語活動はなくなったわけじゃなくて，中学年に
引き下げたというけれども，小学生を知っている
人だったらだれでもわかるように，高学年の子ど
もたちと低学年の子どもたちというのは，認知発
達からみて，ほぼ別の生物みたいなものですから，
高学年用に開発してきた英語活動文化をそのまま
中学年に回すわけにはいかない。
でも，ちょっと言い過ぎかもしれないけど，そ
ういう仕打ちを受けても，なおかつ何とかしよう
というエネルギーには私は感服せざるを得ない。
それこそ，これからどのくらいあたまが回る時聞
が私に残されているかどうかわからないけれども，
??? ? ????
子どもたちの母語の力を生かした英語教育を，最
後から 2番目の方でしたか，質問されたように，
できるだけ具体的な形で小学校の先生方に提供し
て，できるだけの支援をしていくのが，これからの，
小学校英語という丈脈での私の役割かなと強く感
じました。
女司会者
ありカfとうございました。こういうシンポジウ
ムを聞いて，小学校の教育の文脈の中でという形
で議論ができたのではないかなと思います。少し
私の不手際で、時聞がかかってしまいましたしま
た，皆さんと議論が余りできなかったこと，大変
申し訳なく思いますが，私自身は，今日の4人の
方のお話を聞いてとても勉強になったと思います。
皆さんもそうじゃないかなと思います。 4人の先
生方に拍手をお願いいたします（拍手）。
皆様，ありがとうございました（拍手）。
－了一
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